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デンマークにおける地域温水供給システム 
について 

• デンマークで廃棄物を熱源として地域暖房供給システムを始
めたのは1903年である。電力と熱供給のコージェネ発電所を
導入したのが1942年と言われている。 

• 2018年8月現在全国の66パーセントの世帯が地域暖房導入
し残る34％が個別の熱供給をしている。 

• 地域暖房の熱源となる国内資源としては風力、太陽熱、麦
藁、ウッド・チップ、可燃廃棄物、地熱、バイオガスである。 

• 地域暖房の導入目的は、エネルギー資源の効率化と国内資
源の有効利用、地球温暖化ガスの削減、断熱パイプの開発
や熱供給技術開発を通した雇用の確保と輸出業務の育成な
どである。 



デンマークの住宅の熱源別暖房数と 
灯油ボイラー導入世帯数及び灯油消費量推移 

単位1000世帯 

地域暖房 

灯油ボイラー 
天然ガスボイラー 

その他 

赤線：灯油ボイラー世帯数は 
2014年約87,000世帯から、 
2020年には約57,000世帯に減る
と見込みでいる。 
緑線：灯油消費量(m3)は 
2014年約145,000から2020年約 
100,000に減ると見込みでいる。 

図２．灯油ボイラー世帯数と 
灯油消費量の推移（見込み） 図１．住宅の熱供給体制の推移 



西部コージェネ発電所 

1970年設立したデンマーク最大 
の廃棄物コージェネ発電所。 
コペンハーゲン周辺に所在する 
19の市町村が所有し、約85万人
の住民と約6万の事業体から出る 
可燃廃棄物（年間約55万トン） 
を燃料として、約8万世帯分の電
力と7万5千世帯分の熱を供給し
ている。運営管理に関し 
2019年の会計報告書では： 
売上高：11億6300万クローネ* 
当期利益：2900万クローネ 
資本金：9億4200万クローネ 
従業員数：約328人となっていた。 
 
*1クローネ約18円 
 



熱源の占める割合（2019年）： 
麦藁：76％、 
太陽熱21％ 
天然ガス：０％、灯油３％ 
 
常勤スタッフ：ゼロ 

お湯タンク 

太陽熱温水器 

 
480世帯に熱を供給する 

独立採算制を導入してい
る地域暖房会社 

麦藁倉庫 

一個の重量約500㎏ 
年間消費量４千トン 

麦藁の重量と水分を 
計測する車両 



断熱パイプ 

お湯漏れ感知 
センサー 

熱供給用配管工事 
歩道や車道の下に 
埋める。 
耐用年数約50年 

主管から住宅用 
接続口 

需要家への配管は 
断熱プラスチックパイプ 
を使用 



暖房管入り口 

熱交換器 
水道水を暖房 
水で温める 

床下暖房管 

床下暖房温度調整器 
各場所に合わせ温度 
調整ができる 

地域暖房の温水温度は約70度で約３気圧で 
需要家に送る。風呂場や台所のお湯は水道の 
水を熱交換器で温めるようになっている。 
暖房管は温水が循環できるように入りと出 
の2本のパイプになっている。 
 



台所の床下暖房 

床下暖房温度計、この温度 
に合わせ室内温度が 
調整される。 

廊下の床下に 
暖房管を埋めて 
いる。 

風呂場の床下に暖房 
管を埋めている。 

居間ラジエーター 
温度調整器付 

部屋のラジエーター 
温度調整器付 



熱消費量計測器 
2020年11月8日実質 
累積133,859MWｈ 

2020年7月から2021年6月までの 
月別見込み熱消費量 
2020年11月末見込み消費量 
134,703MWｈ。 

過去5年間の実績消費量 

検針用 
アンテナ 検針は無線で 



デンマークのエネルギー技術輸出とエネルギー消費に
おける二酸化炭素排出量推移 

エネルギーー技術と機器輸出総額約750億 
クローネ、内地域暖房関連輸出額 
約67億クローネ（約1,3 0 0億円） 

エネルギー消費における二酸化炭
素排出量：青線実質、赤線調整値 
1990年の約6千万トンから、2018年
約3千８百万トン（調整値）に削減し
た。 



質問を受けます 


